











































































































































































































































入館者数は、 1992年度の年間入館者数は延125万8千人、 1993年度は同じく 135万 7千人を数えている。通常の授業



















(4) 学術情報システム (Wasedauniversity Information NEtwork = WINE)の拡張
WINEシステムは図書館の総合システムであり、中央図書館、戸山図書館、理工学図書館、所沢図書館をネット
ワークで結んでいる。 1994年4月からは新たに開館予定の高田早苗Z己合、研究図書館も結ぼれる。
(5) データペースの構築
WINEの共同目録ファイルへの、新規受け入れ図書のデータ入力は、中央図書館、戸山図書館、理工学図書館、
所沢図書館ともに順調に進捗している。また、和図書の遡及入力事業に関しては、中央図書館の大正期以降受け入れ
分のうち、昨年度保留しておいた一部の年鑑・統計類についての入力を 6月末まで陀終え、引き続き入力を開始した
戸山図書館の遡及分 (91年度以前受け入れ分)約9万冊の入力を例年2月に完了した。その後継続して、高田早苗記
念研究図書館の遡及入力{約19万5千冊)に着手した。
(6) 明治期資料マイクロ化事業の推進
明治期資料の保存とその全国的集大成をめざして始められた本事業は、満6年を経過した。
1993年度は第32ユニットから第54ユニットを作成した。冊数にして約2，000冊、フィッシュ5，500枚である。
とのうち、第53ユニットはカリフォルニア大学パークレー校、第四ユニットは天理図書館、第49ユニットは関西大
学図書館の資料を収めている。なお、文学・言語の部の撮影は、 1994年度中に完了させる予定である。
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